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１ アクションプラン（2026〜2030）策定にあたって 

（１）背景 

 本市では、平成１９年３月の「豊田市子ども読書活動推進計画」策定以降、こども読
書活動の推進に努めてきました。平成３０年度からは上記の計画が「豊田市教育行政計
画」に統合されたため、「豊田市子ども読書活動アクションプラン」を策定し、具体的な
事業を定めて実施しています。 
 第４次豊田市教育行政計画及び豊田市子ども読書活動アクションプラン（2022〜
2025）では、「多様な情報媒体を活用しながら、主体的に読書に親しむ子ども」をめざ
す姿に掲げ、取り組んできました。この期間終了に伴い、新たに「豊田市こども読書活
動アクションプラン（2026〜2030）」を策定します。 
 急激な変化のある時代において、読解力や想像力、思考力、表現力を養う読書活動の
推進は不可欠です。本市では、こども読書活動のさらなる推進に取り組みます。 
 

（２）位置付け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊田市こども読書活動アクションプラン（2026〜2030）

第５次豊田市教育行政計画* 
（第５次豊田市こども読書活動推進計画） 

指針 1 
身近な読書環境の 
整備・充実 

指針 2 
本に親しみ活用する 
機会の創出 

指針 3 
読書活動を通じた 
多様なつながりの形成 

１１の方策 

１８の事業 

＊巻末 資料２参照 
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（３）豊田市におけるこども読書活動の現状と課題 
 

「豊田市子ども読書活動アクションプラン（2022〜2025）」の進捗と現状を把握
するために、令和６年に児童・生徒と保護者を対象にインターネットを用いてアンケ
ートを行いました。結果に見られた傾向は以下の通りです。（アンケート調査結果は
巻末資料１を参照） 
 
 
【児童・生徒の結果】 

傾向１︓読書に対する捉え方 

・読書が好きかどうかの割合は、R２年と R６年でほぼ変化なし。 
 （児童生徒 問４） 

・読書の良さや効果を実感している割合は増加。     （児童生徒 問６） 

傾向２︓読書活動の実態 
・１日の中で本をほとんど読まない割合は、年齢が上がるにつれ増加。 

（児童生徒 問５） 
・小さいころに保護者等と一緒に本に触れる機会があったとする割合は減少。 

（児童生徒 問７） 
・学校図書館の利用頻度と借りる冊数は、年齢が上がるにつれ急激に減少。             

（児童生徒 問１０・１２） 
・学校以外の図書館等に行ったことがないという回答が急増。 

（児童生徒 問１３） 
傾向３︓電子メディアの使用について 

・自分のスマートフォンやタブレット、パソコンを使用。 
（小学生約６割、中・高生９割超）         （児童生徒 問１５） 

・７割以上が、スマートフォン等を使用して毎日読む活動を行っている。 
（時間数も増加）                 （児童生徒 問１６） 
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【保護者】 

 
 
【全体的な考察と検討】 
・ こどもの多くは読書活動が好きである。しかし、スマートフォンをはじめとす

る電子メディアの使用時間が増えている分、電子メディア以外の読書時間が減っ
ていることが予想される。 

 
・ 読書活動を積極的に行っている家庭とそうではない家庭との二極化がうかがわ

れる。こどもの頃に読書量が多かった人は、「成人後の『自己理解力』『批判的思
考力』『主体的行動力』が高い傾向がある」とされている*ため、保護者をはじめ、
こどもに関わる人たちに対して読書の重要性を伝えることが必要である。さらに、
園や学校での読書活動の充実と図書館活用のための支援の継続も必要である。 

  ＊国立青少年教育振興機構「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究」（令和 3 年 3 月） 
 
・ 年齢が上がるにつれて読書を全くしない割合が増えている。さまざまな情報媒

体を適切に活用し、判断し、行動することが求められる社会を生きるこどもたち
にとって不可欠な情報活用能力を育むために、読書は非常に重要である。そのた
めにも、発達段階に応じた切れ目のない読書活動のための支援と、読書をする機
会を創出する必要がある。 

 

傾向１︓家庭における読み聞かせやこどもたちの読書への意識 
・量を読ませたいという回答は減少し、様々な種類の本を読ませたいという回答

が増加。                                           （保護者 問４） 
・読み聞かせをしていない（したことがない）という回答が大幅に増加。 

 （保護者 問５） 
・読書の良さや効果を実感している割合は増加。 

（保護者 問７） 
・ブックスタートが読み聞かせのきっかけとなったとの回答が大幅に増加。                                         

（保護者 問８） 
傾向２︓保護者自身の読書量 

・約６割が「ほとんど読まない」と回答。（読書量はやや改善）（保護者 問１１） 

傾向３︓家庭におけるこどもへの読書推進 

・約 4 割が、こどもへの読書支援を実行。H23 年から増加傾向。 
（保護者 問１３） 
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２ アクションプラン（2026〜2030）の基本的な考え方 
 

（１）基本理念 

 
急激に社会情勢や生活環境が変化するとともに、情報通信ツールの多様化、AI の

発達・普及など、こどもを取り巻く環境も著しく変化しています。 
こうした状況を踏まえ、こどもが現代そして未来をよりよく生きるために必要な

力を身に着け、心豊かに過ごせるよう、「豊田市こども読書活動アクションプラン
（2026〜2030）」を策定し、読書活動の一層の推進を図ります。 

また、全てのこどもがあらゆる機会とあらゆる場所において、自主的に読書活動を
行うことができるよう、幅広い媒体を対象にした読書活動を進めるとともに、読書バ
リアフリーを目指します。 

 ＊本プランでの「本」とは、紙媒体だけでなく、電子書籍等も含みます。 
 
 

      めざす姿 
本に親しみ、楽しみ、活用して、 
心豊かに未来を切り拓くこども 

 
 
 

（２）対象 

 
０歳から 18 歳 
 
 

（３）期間 

 
2026 年 4 月から 2031 年 3 月までの 5 年間 
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（４）３つの指針 

 
（指針 1）身近な読書環境の整備・充実 

中央図書館、こども図書室、ネットワーク館、園や学校などが、こどもに
とって楽しみながら心穏やかに本に親しむことができる場所となるよう環境
整備を推進します。また、たくさんの図書が並ぶ空間としての図書館の魅力
を知る機会を創出します。 

（指針 2）本に親しみ活用する機会の創出 
乳幼児期から発達段階に応じた切れ目のない読書支援を行います。また、

教育施設をはじめ、家庭や地域の施設など、様々な場所で読書に親しんだり
多様な情報媒体のよさと特徴を知り活用したりする機会を創出します。 

（指針 3）読書活動を通じた多様なつながりの形成 
読書活動を通じて様々な人々が交流する機会を設け、こどもを育む温かい

関係を築きます。また、こどもが本を通して、自分自身を知り社会とつなが
るきっかけづくりを進めていきます。 

 

（５）推進体制 

 

 毎年、各担当が事業の評価、見直しを行います。年２〜3 回ワーキンググループを
開催し、事業の進捗状況を確認するとともに、図書館協議会にも報告し、委員の意見
や助言を参考に改善に取り組みます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※様々な場面でこどもの声を聞き、各課の具体的な取組に反映していきます。 

 

           推進組織【担当者連絡会】  令和 8 年 3 月時点 

地域交流課 こども・若者政策課 おやこ応援課 保育課 

学校教育課 

（教育センター） 

（外国人児童生徒等 

サポートセンター） 

学校づくり推進課 豊田市中央図書館 

こども図書室 

図書館管理課 

 （事務局） 

提言・助言 

豊田市図書館協議会 

進捗報告 
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取組 担当課

1
中央図書館・こども図書室に
おける環境整備

・こどもや保護者が心豊かに過ごせる読書環境の確保
・図書館の利便性の向上

図書館管理課

2
ネットワーク館における環境
整備

・地域の特色に合わせた取組の推進
・こどもたちが本を身近に感じ、親しめる展示やコーナーづくりの
 支援

 地域交流課

・各園の読書環境の現状把握と改善への支援 保育課

学校づくり推進課

学校教育課

4
中央図書館やこども図書室、
ネットワーク館の図書資料等
の充実

・参考図書等の計画的な更新
・各館、各地域、利用者のニーズに合わせた選書
・電子図書館の充実と利用促進

図書館管理課

・蔵書の充実に向けた支援 保育課

・リサイクル図書の利用促進
・本の修理

図書館管理課

学校づくり推進課

学校教育課
・多様なこども（障がい・言語・国籍他）に向けた図書資料の確保と
 支援やサービスの充実

図書館管理課

・配慮が必要なこどものための図書資料等についての研修の実施や
 学校への情報提供

学校教育課

・団体セットの見直し・充実
・団体貸出の利用促進と利便性の向上、利用枠の拡大

図書館管理課

・放課後児童クラブと子どもの居場所づくり事業における団体貸出の
 利用促進

 こども・若者政策課

・家庭読書の啓発、赤ちゃんと保護者に向けた講座、読み聞かせの
 実施

図書館管理課

・健診や子育て教室での絵本の紹介・読み聞かせの実施 おやこ応援課

9
こども園・幼稚園での読み聞
かせの充実

・保育の中での読み聞かせの時間の確保と取組強化の促進 保育課

保育課
学校教育課

図書館管理課

・教育課程に位置付けた読書活動の推進 学校教育課

・読書を促すイベントの実施や読書力向上のための教員向け研修や
 体験講座の実施

図書館管理課

図書館管理課

こども・若者政策課

・自主グループやボランティアなどによる読み聞かせ・おはなし会の
 実施
・子育てやこども向け講座での本の活用

地域交流課

・出前講座を実施 図書館管理課

・各放課後児童クラブでの読み聞かせの実施とその支援  こども・若者政策課

・各子育て支援センターでの読み聞かせの実施とその支援 保育課

14
利用者に応じたサービスの提
供

・レファレンスと読書相談、企画展示等の充実
・各年代や季節に応じたおはなし会の実施

図書館管理課

図書館管理課
学校教育課

・学校図書館整備と活用の推進のための研修・情報提供の実施
・各校の学校図書館活用年間計画の作成と実施の推進

学校教育課

学校教育課
 学校づくり推進課

図書館管理課
図書館管理課
地域交流課
学校教育課

保育課

③
未来を育む
図書館の創造

18
アクションプランのモニタリ
ングと検証

・ワーキンググループを実施し、進捗状況の確認と推進に向けた
 手立ての検討

図書館管理課

（６）指針・方策・事業・取組一覧

身
近
な
読
書
環
境
の
整
備
・
充
実

本
に
親
し
み
活
用
す
る
機
会
の
創
出

 
読
書
活
動
を
通
じ
た

 
多
様
な
つ
な
が
り
の
形
成

指針

・学校図書館機能と居場所としての機能を高める図書館整備の推進
・教職員や司書、こどもたちの声を生かした読書環境整備への支援

園・小・中・特別支援学校に
おける環境整備

3

・児童生徒の興味・関心に応える蔵書の整備や、学習活動に役立つ
 図書資料を計画的に整備

園・小・中・特別支援学校の
図書資料等の充実

5

学校図書館の
利活用支援

7

16

図書館及び
関連施設での
読書環境の整備

ティーンズ世代
のための読書活
動の推進

12

15

10

⑤
地域における
読書活動の推進

13

②

中央図書館や
こども図書室に
よる支援

⑥

指
針
３

②

学校における
読書活動の推進

11

指
針
２

①
乳幼児のための
読書活動の推進

8

指
針
１

②
読書活動に関わ
る機会の創出

17

①

③

④

家庭における
読書活動の推進

方策 事業

①

図書資料等の
充実

6
多様なこども（障がい・言
語・国籍他）のための読書バ
リアフリーの推進・情報提供

団体貸出の充実

・ティーンズ世代に向けた情報発信
・ティーンズ世代の図書館運営への参画を促進

こどもに読書の魅力を伝える
人材の育成・活躍の機会の
創出

・こどもの読書活動に関わる機会の創出に向けた、関係各所への
 積極的な働きかけ
・ボランティアの養成とスキルアップに向けた講座の実施
・こども読書活動に関わるボランティアの現状把握と活動の支援

乳幼児とその保護者に向けた
読書体験の機会の設定

・学校図書館活用の手引の見直し

・調べ学習応援事業（コンクール・応援講座・授業支援）
・情報活用能力を支える読書活動の推進に向けた支援

・各園・各学校、保護者への情報提供
・本に親しむきっかけづくりを提供
・家庭読書を支援する資料及び手立ての検討・実施

小・中・特別支援学校での読
書活動の充実

教員への支援と学校図書館司
書の支援・育成

ティーンズ世代の声を生かし
た、読書に親しむ企画の実施
と活躍の機会の設定

おはなし会・出前講座の開催

探究的な学習への支援

家庭で読書に親しむ環境づく
りの支援と読書のよさを伝え
る企画の実施
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（７）発達段階に応じた読書支援活動一覧                                       

中央図書館・こども図書室・ネットワーク館・園・小・中・特別支援学校
における読書環境の整備

多様なこどものための図書資料等の充実・情報提供

中央図書館の団体貸出による資料提供

教員への支援と学校図書館司書の支援・育成

読書活動をつなぐ人材の育成や活躍の機会の創出

健診時における
読み聞かせの実施

地域施設・各団体等での読み聞かせ活動や、おはなし会・出前講座の開催

ティーンズ世代のための
読書活動の推進

中央図書館・こども図書室・ネットワーク館・園・小・中・特別支援学校
における図書資料等の充実

発達段階に応じた読書イベント・講座等の実施

教育課程に位置付けた読書活動の推進

指
針
３

 
 
身
近
な
読
書
環
境
の

 
 
整
備
・
充
実

本
に
親
し
み
活
用
す
る
機
会
の
創
出

乳幼児期
（0〜6歳）

 
読
書
活
動
を
通
じ
た

 
多
様
な
つ
な
が
り
の

 
形
成

園・小・中・特別支援学校における
読み聞かせの啓発・推進

    発達段階

 指針

指
針
１

指
針
2

小学生期
（6〜12歳）

中学生期
（12〜15歳）

読書相談・レファレンスサービスの充実

図書資料等を活用した探究的な学習への支援
（各種講座・授業支援）

高校生期
（15〜18歳）

ブックスタートによる

家庭読書支援

どくしょノートによる家庭読書

の促進
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（８） 事業概要 

 

指針１ 身近な読書環境の整備・充実 

方策①図書館及び関連施設での読書環境の整備 

1 中央図書館・こども図書室における環境整備 

中央図書館やこども図書室では、こどもと本との出会いの場であることを意識し、思わず本
を手に取りたくなる演出を工夫します。また、こどもの声を生かした環境づくりを行います。 

・季節やイベント等に合わせた資料の展示 
・掲示物や面出し等、本の見せ方を工夫 
・心安らぐ居場所となる公共図書館に向けた整備 

2 ネットワーク館における環境整備 

交流館やコミュニティセンターでは、幅広い年代の方が利用する施設であることを生かしな
がら、こどもが本を身近に感じ読書に親しむ環境づくりに努めます。 

・地域の特色やこどもの発達段階に合わせたコーナーや季節ごとの展示 
・各交流館での行事や活動団体、内容等に合わせた展示 

3 園・小・中・特別支援学校における環境整備 

園では、こどもが本を手に取り親しめる環境づくりに努めます。 
学校では、読書の楽しさを実感したり、図書館を活用して学んだりできるよう、身近なとこ
ろに本がある環境づくりに努めます。 

・魅力的で親しみやすい図書コーナーの設置 
・「読書センター・学習センター・情報センター」の３つの機能を意識した、児童生徒にと

って利用しやすく、学びを推進する学校図書館に向けた整備 
・心安らぐ居場所となる学校図書館に向けた整備 
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方策②図書資料等の充実 

4 中央図書館やこども図書室、ネットワーク館の図書資料等の充実 

中央図書館やこども図書室では、発達段階や個に応じた幅広い資料の充実を図ります。併せ
て、こども読書活動に関わる人が活用する資料の充実に努めます。 
ネットワーク館（交流館等全31 か所）では、各地域の特色や要望を踏まえた資料の充実を
図ります。 
 ・幅広いジャンルの資料を購入 
 ・必要に応じて、館ごとの資料の入れ替えや廃棄を実施 

5 園・小・中・特別支援学校の図書資料等の充実 

園では、発達段階に適した図書資料の充実に努めます。 
学校では、読書の楽しさを実感したり知的好奇心を満たしたりする図書資料の充実に努めま
す。また、授業で活用できる図書資料の整備に努めます。 
 ・計画的な資料の購入と廃棄 

・リサイクル図書の活用 
・各園、各校の蔵書状況の把握 

6 多様なこども（障がい・言語・国籍他）のための読書バリアフリーの推進・情報提供 

全てのこどもが読書に親しめているか、取り残されているこどもがいないかを意識した環境
整備に努めます。読書に対して困難さを抱えるこどもに、広く情報を提供し、読書に親しむ
機会の創出や学習支援に努めます。また、外国にルーツのあるこどもや母国語が日本語以外
のこどもに向けた、外国語資料や日本語習得に役立つ資料の収集・提供に努めます。距離的・
時間的な問題で本にアプローチすることが困難なこどもに向けて支援を行います。 

・点字絵本や読書支援グッズ、対面朗読等の利用促進 
・当事者の声を聞く図書館見学や、意見聴取の場の設定 

 ・館内案内や利用案内の工夫 
 ・電子図書館やネットワーク館の利用促進 
 ・関係団体との連携の強化 

7 団体貸出の充実 

こどもがいつでもどこでも本に触れることができるよう、園・小・中・特別支援学校・高等
学校だけでなく、放課後児童クラブや地域子どもの居場所づくり事業団体、こども食堂等へ
の本の団体貸出を実施します。 

・こどもに関わる団体等に対して団体貸出の利用枠の拡大 
・教員や学校図書館司書の声を生かした団体セットの充実 
・貸出・返却等の手続きの簡素化などの利便性の向上 

 

9



 

 

指針２ 本に親しみ活用する機会の創出 

方策①乳幼児のための読書活動の推進 

８ 乳幼児とその保護者に向けた読書体験の機会の設定 

乳幼児とその保護者に親子で絵本を楽しむ機会を提供し、小さなころから読書に親しむこと
の大切さを伝えます。 

・ブックスタート*の実施（平成20 年開始） 
・健診会場・子育て教室での読み聞かせなどを実施 
・親子で参加できるイベントを実施 

＊ブックスタートとは…３，４か月児健康診査時に、赤ちゃんと保護者へ 
絵本をひらく楽しい「体験」と「絵本」をセットで 
プレゼントする事業 

９ こども園・幼稚園での読み聞かせの充実 

園では、言葉で表現する力や感覚が豊かになる発達段階の乳幼児期のこどもに、日常的に読
み聞かせを実践します。 

・園での生活の中で読み聞かせの時間を確保 
・保育者に対する読書活動推進に向けた支援 

 

方策②家庭における読書活動の推進 

10 家庭で読書に親しむ環境づくりの支援と読書の良さを伝える企画の実施 

読書の良さや、読書がこどもに与える効果等を保護者やこどもに関わる人々に伝えること
で、家庭での読書活動の促進を図り、本に親しむきっかけや読書習慣づくりを手助けします。 

・保護者向けに、家庭読書の啓発活動の実施 
・園児向けの「ほんのかあど」の配付 
・小学校1 年生全員に「どくしょノート」を配付 
・家庭読書を促す「ウチ読シート」の利用促進 
・発達段階に合わせたおすすめ本リストの作成と配布 
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方策③学校における読書活動の推進 

11 小・中・特別支援学校での読書活動の充実 

小・中・特別支援学校では、学校の教育活動の中でこどもが読書に親しめるよう、本に触れ
る機会を作ります。中央図書館では、各学校での発達段階に応じた読書活動のための支援を
継続します。 

・読書活動を推進するイベントの実施 
・教員向けの研修等を実施 

 

方策④ティーンズ世代のための読書活動の推進 

12 ティーンズ世代の声を生かした、読書に親しむ企画の実施と活躍の機会の設定 

ティーンズ世代（児童から成人への移行期である年齢層）は不読率*が高いことから、中央
図書館では、多くのティーンズ世代が読書活動に参加し興味をもつ機会を作ります。          

・ティーンズコーナーを設置し、資料の充実と魅力的な展示を実施 
・学校と連携したイベントやティーンズ世代の声を生かした企画の開催 
・インスタグラム等での情報発信   

＊不読率とは…1 か月に1 冊も本を読まない人の割合 

 

方策⑤地域における読書活動の推進 

13 おはなし会・出前講座の開催 

交流館や放課後児童クラブ、居場所づくり事業、地域子育て支援センター、こども食堂など、
こどもにとって身近な地域施設で読書に親しめる機会が増えるよう努めます。 

・職員やボランティアによる読み聞かせの実施 
・本の貸出、イベントや講座の実施 
・読み聞かせボランティアへの支援 
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方策⑥中央図書館やこども図書室による支援 

14 利用者に応じたサービスの提供 

中央図書館やこども図書室では、利用者が気軽に相談できる環境を整備し、発達や個に応じ
た支援を行うことで、本とこどもをつなぎます。また、いつ行っても楽しめる図書館になる
ようサービスの充実を図ります。 

・図書館職員やボランティアによる、利用者の興味関心や要望に応じた読書相談の充実 
・各年代に合わせたおはなし会の実施 
・魅力的な企画展示や各種イベントの実施 

15 探究的な学習への支援 

中央図書館では、こどもの興味関心を高め、こども自身がわくわくしながら探究的な学習を
進めていけるような学びの場の提供と、支援の充実を図ります。 
小・中学校では、調べ学習を教育課程に位置づけ、多様な教科で実施することで、情報活用
能力や情報発信能力を高め、探究的な学習につながる基礎的な力を育みます。 
 ・「調べる・伝える学習コンクール」と調べる・伝える学習応援講座の開催 

・調べ学習に必要な資料の収集や、団体貸出セットの充実 
・パスファインダー*の作成 
・教員向け研修や授業支援の実施 
 ＊パスファインダー…調べものをするときに役立つ資料や効果的な調べ方をまとめた 

「道しるべ」「手引き」のこと 
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指針３ 読書活動を通じた多様なつながりの形成 

方策①学校図書館の利活用支援 

16 教員への支援と学校図書館司書の支援・育成 

こどもの読書活動を推進するためには、学校図書館の利活用は不可欠であることから、教員
や学校図書館司書への支援の充実を図ります。 

・「学校図書館活用の手引」の利用促進と見直し 
・教員や学校図書館司書に向けた学校図書館活用に役立つ情報提供や研修の実施 
・各校の図書館指導計画の作成と、計画的実践の推進 

 

方策②読書活動に関わる機会の創出 

17 こどもに読書の魅力を伝える人材の育成・活躍の機会の創出 

ボランティア（読み聞かせ、ブックスタート、音訳、点訳、本の修理など）、教員、学校図書
館司書など、こどもに読書の魅力を伝える人材育成と、こども読書活動に関わることができ
る機会を作ります。 
 ・ボランティアの養成とスキルアップに向けた講座の実施 

・こども読書活動に関わる人や団体等の現状把握と活動の支援 
 ・交流会や情報交換の場の設定 
 ・活躍の機会の設定、関係各所への積極的な働きかけ 

 

方策③未来を育む図書館の創造 

18 アクションプランのモニタリングと検証 

事業に対するモニタリングを行うと同時に、①評価指標の適切さの検証、②根拠情報の収集
方法と内容の検証、③基本方針との整合性の確認、④次期基本方針・アクションプランの策
定、イメージの生成等を行います。 
 ・担当課の連携強化と新たなつながりの創出 
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資料１ 

子ども読書活動の推進に関するアンケート調査結果 

 
１ 目的 
  「豊田市子ども読書活動推進アクションプラン（2022〜2025）」の進捗を

把握するためのアンケートを実施し、評価・検証のための基礎資料とする。 
 
２ アンケートの実施時期 
  令和６年１１〜１２月 
   
３ 対象と調査方法 
 （１）対象 

児童・生徒 
市内の小学校５年生（学校で回答）３３９９人 
市内の中学校２年生（学校で回答）３３７２人 
市内の高等学校１〜３年生（任意）４６１２人 （今回初調査） 

保護者（任意） 
市内の小学校５年生の保護者 ２５０１人 
市内の中学校２年生の保護者 ２１５５人 
市内のこども園４歳児の保護者 ７９７人 

 
 
 
 
 
 （２）調査方法 
   インターネット調査（Forms で回答） 

小・中学生は、学校で学習用タブレットを用いて回答 
    高校生、保護者は、メールで依頼の上、任意で回答 
 
 
 
４ その他 

 ・集計の都合（端数処理）により、回答の合計が 100％にならない場合が
ある。 

  ・R2 年度は、新型コロナウイルスによる休校や図書館の休館等、社会的
変化の大きい特殊な状況下での調査だった。 

※前々回（平成２９年）、前回（令和 2 年）は 
・市内小学校 8 校（５・６年生とその保護者） 
・市内中学校 5 校（１・２年生とその保護者） 
・こども園３園（こども園は３〜５歳児の保護者のみ）に実施 

※前回（令和 2 年）までは、アンケート用紙を学校や園で配付・回収 
 （児童・生徒、保護者） 
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５ アンケート調査結果集計 
 

（１）対象︓児童・生徒                         
 
 以下の質問をよく読んで、あてはまるものに○を付けてください。 

※このアンケートで本または読書とは、まんが、ざっし、教科書、学習参考書
をのぞきます。  

 
問１ あなたの学年を教えてください。  
問２ 小学校名を教えてください。 
問３ 中学校名を教えてください。 
 
問４ あなたは、本を読むのが好きですか。あてはまる番号１つに〇をつけてく

ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「５ どちらでもない」「６ 分からない」の項目は、R2 から削除。 
・「１ 非常に好き」「２ どちらかといえば好き」と答えた割合は、ほぼ前回の

調査時とほぼ変わらない。 

20.0%

24.3%

20.8%

20.8%

37.6%

41.9%

45.8%

46.0%

9.7%

8.3%

21.6%

20.9%

5.3%

8.0%

11.7%

12.3%

24.8%

14.3%

2.7%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

1非常に好き 2どちらかといえば好き

3どちらかとえいば好きではない 4好きではない

5どちらでもない 6分からない

15.5% 46.9% 21.5% 16.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

1非常に好き 2どちらかといえば好き 3どちらかとえいば好きではない 4好きではない
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問５ あなたは、１日に平均するとどれくらいの時間、読書をしますか。あては
まる番号１つに〇をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「１ ほとんど読まない」と答えた小・中学生の割合が、前回よりさらに増加。 
 高校生になると、さらに増加。 
・読書時間も減少傾向。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30.5%

18.9%

44.7%

47.4%

50.8%

63.3%

31.9%

30.9%

13.3%

12.6%

16.3%

15.0%

2.4%

1.9%

4.5%

4.3%

3.0%

3.1%

2.6%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

1 ほとんど読まない 2 ３０分以内 3 ３０分〜１時間くらい

4 １〜２時間くらい 5 ２時間以上

65.9% 21.6%

8.5%

2.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

1 ほとんど読まない 2 ３０分以内 3 ３０分〜１時間くらい

4 １〜２時間くらい 5 ２時間以上
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問６ あなたは、これまで本を読んで、次にあげるようなことがありましたか。
それぞれについて「はい」「いいえ」のどちらかの番号に〇をつけてくだ
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

34.9%

60.9%

69.6%

48.3%

59.7%

78.8%

85.5%

63.3%

77.7%

84.8%

88.7%

62.4%

72.7%

65.1%

39.1%

30.4%

51.7%

40.3%

21.2%

14.5%

36.7%

22.3%

15.2%

11.3%

37.6%

27.3%

7 夢や目標を見つける R6
きっかけになった ㅤ ㅤ

R2
ㅤ

6 心が落ち着いたり勉強の R6
息抜きになったりした ㅤㅤ

R2
ㅤ

5 家族や友だちとの R6
会話がふえた ㅤ

R2
ㅤ

4 現実とは別の世界を R6
楽しむことができた ㅤ

R2
ㅤ

3 本を読んで感動する R6
ことができた ㅤ

R2
ㅤ

2 今まで知らなかった R6
ことが分かった ㅤ

R2
ㅤ

1 勉強に役立った R6
ㅤ

小学生・中学生

はい いいえ
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・「７ 夢や目標を見つけるきっかけになった」の項目は、Ｒ６に追加。 
・小・中学生は、どの項目についても、「はい」と答えた割合が増加。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28%

60%

49%

82%

78%

83%

60%

72%

40%

51%

18%

22%

17%

40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7夢や目標を見つけるきっかけになった

6心が落ち着いたり勉強の息抜きになったりした

5家族や友だちとの会話がふえた

4現実とは別の世界を楽しむことができた

3本を読んで感動することができた

2今まで知らなかったことが分かった

1勉強に役立った

高校生

はい いいえ
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問７  あなたが小さいころ、あなたの家の人（兄弟、姉妹をのぞく）は、あな
たのために絵本などの本を読んでくれましたか。あてはまる番号１つに
○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「５ 覚えていない・分からない」の項目は、R2 から削除。 
・「３ あまり読んでくれなかった」「４ 全く読んでくれなかった」と答えた

小・中学生が増加。 
 
 
 
 
 
 
 

44.4%

49.5%

43.8%

40.8%

21.1%

23.0%

38.5%

38.9%

6.7%

3.7%

11.6%

11.8%

4.9%

4.0%

6.0%

8.5%

23.0%

19.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

1よく読んでくれた 2ときどき、読んでくれた 3あまり読んでくれなかった

4全く読んでくれなかった 5覚えていない・分からない

39.6% 38.1% 13.2% 9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

1よく読んでくれた 2ときどき、読んでくれた

3あまり読んでくれなかった 4全く読んでくれなかった

19



問８  あなたは、家の人と読んだ本の話をしますか。あてはまる番号１つに〇
をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・家庭で、読んだ本の話をする機会が減少。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.0% 24.0% 29.4% 40.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

1よく話をする 2ときどき話をする 3あまり話をしない 4全く話をしない

7.7%

8%

32.6%

28%

35.1%

32%

24.6%

32%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R6

小学生・中学生

1よく話をする 2ときどき話をする 3あまり話をしない 4全く話をしない
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問９  あなたは１か月にだいたい何冊ぐらい本を読みますか（学校の朝読書な
どで読む本も入れてください）。借りて読んだ本も入れてください。 

注）複数の物語が入っていても１冊は１冊と数え、教科書や学習参考書、 
まんが、ざっしはのぞきます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「５ ほとんど読まない」と答えた小・中学生は減少。一方、高校生は、約半

数を占めており、読んでいる冊数も少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

11.6%

17.4%

12.9%

18.8%

10.7%

11.8%

31.7%

4.9%

27.5%

25.7%

25.2%

20.8%

33.0%

33.3%

6.9%

35.8%

17.2%

11.9%

23.2%

19.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

1 10冊以上 2 6〜9冊 3 3〜5冊 4 1〜2冊 5 ほとんど読まない

2.1% 0.9%

10.0% 39.5% 47.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

1  10冊以上 2  6〜9冊 3  3〜5冊 4  1〜2冊 5  ほとんど読まない
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問１０ あなたは「学校の図書館」をどのくらい利用しますか。あてはまる番号
１つに○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「４ 月に１〜２回くらい」の項目は、R6 に追加。 
・小学生の約 4 分の１が、学校図書館をほとんど利用していない。また、中学

生、高校生になると、極端に学校図書館の利用が減少。 

4.3%

3.3%

5.3%

5.1%

13.0%

17.8%

11.8%

6.4%

25.1%

21.5%

29.5%

17.1% 20.7%

54.9%

57.4%

53.3%

50.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

1 ほぼ毎日 2 1週間に３〜４回 3 1週間に1〜２回

4 月に1〜２回くらい 5 ほとんど利用しない

1.7%

1.2%

9.0%

1.3%

1.6%

11.2%

2.1%

5.8%

28.4%

5.5%

14.9%

26.4%

89.3%

76.5%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

中学生

小学生

小・中・高生別

1 ほぼ毎日 2 1週間に３〜４回 3 1週間に1〜２回

4 月に1〜２回くらい 5 ほとんど利用しない
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問 1１ あなたはどんな時に「学校の図書館」を利用しますか。あてはまる番号
すべてに○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「５ 心を落ち着かせる時間がほしいとき」の項目は、R6 に追加。 
・家庭で読むための本を借りることは、年々減少傾向。 
 
 
 
 
 
 

26.2%

24.2%

25.5%

19.5%

21.7%

20.2%

19.0%

14.8%

32.8%

34.7%

45.2%

40.7%

19.4%

21.0%

10.3%

10.9% 14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

1授業のための調べものをするとき

2家で読むための本を借りるとき

3読書の時間（学校）や休み時間などに読むための本を借りるとき

4図書館で本を読んだり勉強したりするとき

5心を落ち着かせる時間がほしいとき

21.4% 13.9% 14.3% 28.0% 22.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生
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問 1２ あなたは「学校図書館」で 1 か月にだいたい何冊本を借りていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は、学校図書館で本を借りる子と、借りない子とで二極化。 

中学生、高校生は、そもそも学校図書館を利用しないため、貸出数も少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.4%

2.5%

23.9%

0.2%

1.4%

9.2%

1.2%

6.3%

22.8%

5.9%

17.8%

29.8%

92.3%

72.0%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

中学生

小学生

1  10冊以上 2  6〜9冊 3  3〜5冊 4  1〜2冊 5  ほとんど読まない
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問 1３ あなたは、豊田市中央図書館やコミュニティセンター図書室、交流館図
書室に行ったことがありますか。どちらか１つに○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・H29までの項目は、「１ 利用している・利用したことがある」「２ 利用し

たことはない」だった。 
・中央図書館やコミュニティセンター図書室、交流館図書室に言ったことがある

割合が約１５ポイント減少。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

85.8%

85.5%

88.6%

73.1%

14.2%

14.5%

11.4%

26.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

１行ったことがある ２行ったことがない

65.5% 34.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

１行ったことがある ２行ったことがない
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問 1４ あなたはどんなときに中央図書館やコミュニティセンター図書室、交
流館図書室を利用しましたか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「６ 心を落ち着かせる時間がほしいとき」の項目は、R6 から追加。 
 
 
 
 
 

9.8% 12.8% 15.2% 52.8%

3.2%

4.6%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

1知りたいことを調べるとき 2本やCDなどを借りるとき

3本を読むとき 4勉強をするとき

5イベントやお話会などに参加するとき 6心を落ち着かせる時間がほしいとき

７その他（暇な時など）

22.2%

11.7%

14.7%

19.6%

39.2%

42.3%

24.7%

17.6%

12.4%

1.8%

33.4%

35.2%

10.9%

20.6%

15.7%

5.7%

3.1%

0.6%

10.8%

9.4% 8.4%

12.2%

23.0%

0.7%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

小学生・中学生

1知りたいことを調べるとき 2本やCDなどを借りるとき

3本を読むとき 4勉強をするとき

5イベントやお話会などに参加するとき 6心を落ち着かせる時間がほしいとき

７その他（付き添い 暇な時など）
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問 1５ あなたは、どの電子メディアを 1 番よく使いますか。あてはまる番号
を１つ選んでください。 

※R2 の設問「あなたは、スマートフォンやタブレット、パソコンを使っ
ていますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。」に合わせて、グ
ラフはまとめてある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・R2 より、自分専用の電子機器を使用する環境にある割合が増加。 
・小学生の約 6 割、中学生・高校生は約 9 割以上が、自分の電子機器を使って

いる。 

64.1%

76.4%

28.3%

11.1%

3.0%

7.3%

4.6%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R6

小学生・中学生

1自分のスマートフォンやタブレット、パソコンを使っている

2家族のスマートフォンやタブレット、パソコンを借りて使っている

3学校のタブレットを使っている

4スマートフォンやタブレット、パソコンはほとんど使っていない

94.6%

92.3%

60.9%

1.3%

2.5%

19.4%

1.1%

2.7%

11.7%

3.0%

2.5%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校

中学校

小学校

小・中・高生別

1自分のスマートフォンやタブレット、パソコンを使っている

2家族のスマートフォンやタブレット、パソコンを借りて使っている

3学校のタブレットを使っている

4スマートフォンやタブレット、パソコンはほとんど使っていない
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問 1６ あなたは、普段タブレットやスマートフォン、パソコンなどで読む活動
（本、新聞、ざっし、まんが、ネット小説、ウェブサイト、ブログ、メー
ルなど内容は問わない）を、１日に平均するとどのくらいしますか。あて
はまる番号１つに〇をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小・中学生は、電子機器を使って読む活動をする割合が増加。時間数も増加。 
 
 
 

27.1% 21.9% 17.2% 12.9% 8.3% 12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

高校生

1 スマートフォンやタブレット、パソコンで読む活動はほとんどしない

2 30分以内

3 30分〜1時間くらい

4 1〜2時間くらい

5 2〜3時間くらい

6 3時間以上

31.5%

25.7%

19.5%

15.3%

15.3%

14.8%

15.6%

15.5%

7.7%

12.0%

10.4%

16.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R6

小学生・中学生

1 スマートフォンやタブレット、パソコンで読む活動はほとんどしない

2 30分以内

3 30分〜1時間くらい

4 1〜2時間くらい

5 2〜3時間くらい

6 3時間以上
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（２）対象︓保護者                           
 

※各設問で、ただし書きのない限り、このアンケートで本または読書とは、
「まんが」、「雑誌」、「教科書」、「学習参考書」を除くものとします。 
※当てはまる番号に○を一つ、補記がある場合は複数付けてください。 

 

問１  お子さんの校種 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなたのお子さんの日常の読書習慣などをご覧になって、「本が好きな

子ども」だと思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「５ どちらでもない」「６ 分からない」の項目は、R2 から削除。 

13.0%

14.8%

14.8%

14.6%

41.6%

42.8%

39.4%

45.9%

45.4%

42.5%

45.8%

39.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

園 小学校 中学校

10.8%

13.1%

13.5%

14.2%

43.4%

38.7%

42.4%

39.9%

21.1%

24.3%

29.0%

30.6%

5.7%

4.7%

15.0%

15.4%

18.1%

17.5%

0.8%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

1 非常に好きだと思う 2 どちらかといえば好きな方だと思う

3 あまり好きではないと思う 4 好きではないと思う

5 どちらでもないと思う 6 分からない

29



問３ あなたのお子さんの家庭における読書時間（自分で絵本などを見ている
時間や読み聞かせをしてもらっている時間を合わせる）は、１日あたり
何分くらいですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「１ ほとんど読まない」と答えた割合が減少。 
 
問４ あなたのお子さんの読書量や内容をどのように思われますか。あてはま

る番号すべてに〇をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「１ もっとたくさんの本（量）を読ませたい」と答えた割合が10ポイント

以上減少。 
・「４ いろいろな種類や分野の本を読ませたい」と答えた割合が増加。 

52.5%

45.9%

30.2%

35.3%

13.4%

14.4%

3.2%

3.5%

0.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R6

1 ほとんど読まない 2 30分以内 3 30〜1時間くらい

4 1〜2時間くらい 5 2時間以上

53.5%

56.7%

55.0%

43.2%

18.7%

17.7%

16.0%

16.3%

1.9%

1.9%

2.9%

2.3%

19.8%

15.0%

24.6%

35.5%

6.2%

8.8%

1.6%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

1もっとたくさんの本（量）を読ませたい（読み聞かせをしてあげたい）

2今読んでいる（読み聞かせをしている）くらいの量がちょうど良い

3もう少し読む量（読み聞かせの量）を減らして勉強やスポーツ、遊びなど他のことをさせたい

4いろいろな種類や分野の本を読ませたい

5その他
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問５  お子さんに読み聞かせをしていますか。お子さんが小学生以上の保護
者の方は、お子さんが小さいころの経験でお答えください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「３ ほとんどしていない」「４ 全くしていない」の割合が増加。 
 
 
問６ あなたは、お子さんと読んだ本の話をしますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・子どもと本の話をすると答えた割合が増加。 
 
 
 
 
 
 

42.0%

45.5%

28.5%

30.6%

41.2%

40.5%

50.2%

41.7%

16.0%

13.4%

15.8%

21.7%

0.8%

0.5%

5.5%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

1よくしている（していた） 2ときどきしている（していた）

3ほとんどしていない（しなかった） 4全くしていない（しなかった）

6.0%

10.2%

43.1%

47.2%

36.3%

31.0%

14.7%

11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R6

1 よく話をする 2 ときどき話をする 3 あまり話をしない 4 全く話をしない
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問７ あなたは、読書がお子さんの成長に役に立ったと思うことがあります
か。次にあげる事柄について、「はい」「いいえ」のどちらかの番号に〇
をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・全ての項目で、「はい」と答えた割合が増加。 
 

46.8%

62.8%

68.7%

59.8%

68.2%

81.9%

89.2%

72.5%

82.0%

91.1%

93.9%

69.1%

78.7%

53.2%

37.2%

31.3%

40.2%

31.8%

18.1%

10.8%

27.5%

18.0%

8.9%

6.1%

30.9%

21.3%

7 夢や目標を見つける R6
きっかけになった ㅤ ㅤ

R2
ㅤ

6 心が落ち着いたり勉強の R6
息抜きになったりした ㅤㅤ

R2
ㅤ

5 家族や友だちとの R6
会話がふえた ㅤ

R2
ㅤ

4 現実とは別の世界を R6
楽しむことができた ㅤ

R2
ㅤ

3 本を読んで感動する R6
ことができた ㅤ

R2
ㅤ

2 今まで知らなかった R6
ことが分かった ㅤ

R2
ㅤ

1 勉強に役立った R6
ㅤ

はい いいえ
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問８ 3、4か月児健診で配布された絵本が、読み聞かせのきっかけになりまし
たか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「３ 分からない」の項目は、R6 から追加。 
・「１ なったと思う」と答えた割合が、約15ポイント増加。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

69.4%

48.5%

48.9%

64.0%

30.6%

51.5%

51.1%

28.6%
7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H29

R2

R6

1 なったと思う 2 なったと思わない 3 分からない
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問９ あなたは、豊田市中央図書館やコミュニティセンター図書室、交流館図
書室に行ったことがありますか。どちらか一つに○を付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問1０  【問10で「１ 行ったことがある」と答えた人におたずねします】 

あなたはどのような時に「豊田市の図書館（室）」を利用しましたか。 
あてはまる番号すべてに○を付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「６ 心を落ち着かせるとき」の項目は、R6から追加。 
・「７ 行ったことはあるが特に利用したことはない」の項目は、R2から追加 

84.8%

84.8%

90.0%

89.0%

15.2%

15.2%

10.0%

11.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

1 行ったことがある 2 行ったことがない

26.6%

22.9%

19.5%

17.6%

52.6%

49.7%

34.0%

34.2%

8.6%

11.8%

20.1%

19.4%

5.4%

9.7%

9.3%

10.7%

3.0%

2.9%

12.8%

12.2%

1.9%

3.8%

3.2%

3.7%

3.0%

0.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

1 調べものをするとき 2 本やCDなどを借りるとき

3 本を読むとき 4 勉強をするとき

5 イベントやお話会などに参加するとき 6 心を落ち着かせるとき

7 行ったことはあるが、特に利用したことはない 8 その他
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問1１  あなたは、普段趣味としての読書を1日に平均するとどのくらいしま
すか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「５ 2時間以上」の項目は、R2から追加。 
・「１ ほとんど読まない」と答えた割合が減少。 
 
問1２ あなたは、普段スマートフォンやタブレット、パソコンなどで読む 

活動（本、雑誌、新聞、漫画、ウェブサイト、ブログ、メールなど内
容は問わない）をどのくらいしますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.4%

52.5%

64.9%

59.4%

15.3%

21.1%

23.1%

26.3%

29.0%

18.9%

10.6%

10.4%

16.4%

7.6%

0.9%

2.8%

0.5%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

1 ほとんど読まない
2 30分以内
3 30〜1時間くらい
4 1〜2時間くらい
5 2時間以上

13.7%

16.4%

19.4%

18.8%

31.1%

27.3%

22.1%

22.8%

9.0%

9.0%

4.7%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R6

1 スマートフォンやタブレット、パソコンで読む活動はほとんどしない

2 30分以内

3 30分〜1時間くらい

4 1〜2時間くらい

5 2〜3時間くらい

6 3時間以上
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問1３  お子さんの読書習慣の定着や読書活動の活発化のために、あなたの家
庭では、お子さんに良い本を紹介する、本を読むよう促すなど、子ども
が本好きになるようなことをしていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「１ している」と答えた割合が増加傾向。 

28.8%

29.0%

32.0%

40.5%

71.2%

71.0%

68.0%

59.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H29

R2

R6

1 している 2 特にしていない
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資料２ 第５次豊田市教育行政計画より抜粋 

 
※こども読書活動推進に関わる部分のみ抜粋 
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第
２

章
 学

び
の

大
綱

第
２

章
 学

び
の

大
綱

1
3

1
4

　「
学

び
の

大
綱

」は
、
地

方
教

育
行

政
の

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

法
律

第
1

条
の

3
の

規
定

に
基

づ
き

定
め

る
本

市
の

教
育

、
学

術
及

び
文

化
の

振
興

に
関

す
る

総
合

的
な

施
策

の
大

綱
で

す
。

　
本

市
で

は「
第

９
次

豊
田

市
総

合
計

画
」で

掲
げ

ら
れ

た「
こ

ど
も

起
点

」「
つ

な
が

り
合

う
」と

い
っ

た
注

力
す

べ
き

視
点

や
、
学

習
指

導
要

領
の「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

＊
」の

視
点

を
重

視
し

、
学

習
者

の

主
体

的
な

活
動

で
あ

る「
学

び
」を

支
え

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

い
う

考
え

か
ら

、
大

綱
の

名
称

を「
学

び
の

大
綱

」と
し

ま
し

た
。

　
基

本
理

念
を

踏
ま

え
、
市

民
の「

め
ざ

す
学

び
の

姿
」を

明
示

し
ま

す
。
本

市
は

、
誰

も
が

自
分

ら
し

く
学

び
続

け
ら

れ
る

環
境

を
整

え
、
支

援
し

ま
す

。

　
自

他
の

命
と

人
権

を
尊

び
、
思

い
や

り
の

心
を

育
む

た
め

に
、
様

々
な

体

験
や

学
び

を
通

じ
て

、
互

い
の

個
性

や
多

様
な

価
値

観
の

違
い

を
認

め
合

い
な

が
ら

、
誰

も
が

幸
福

感
や

自
己

肯
定

感
を

高
め

ら
れ

る
環

境
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

　
こ

ど
も

た
ち

が
、
将

来
に

夢
と

希
望

を
持

ち
、
生

き
生

き
と

学
び

続
け

る
た

め
に

は
、
多

様
な

人
や

地
域

と
の

つ
な

が
り

の
中

で
、
様

々
な

体
験

や
学

び
を

通
じ

て
、
学

ぶ
楽

し
さ

を
知

る
こ

と
が

大
切

で
す

。

　
こ

ど
も

た
ち

の
か

け
が

え
の

な
い

命
と

心
を

守
る

た
め

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
、
自

他
の

命
と

人
権

を

尊
重

し
、
家

庭
・

学
校

・
地

域
等

に
お

い
て

、
多

様
な

個
性

や
立

場
の

違
い

を
認

め
合

い
な

が
ら

、
誰

も
が

安
心

し
て

学
び

、
育

つ
こ

と
が

で
き

る
環

境
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

。

　
そ

し
て

、
誰

も
が

生
涯

に
わ

た
り

学
び

合
う

こ
と

で
、
幸

せ
を

感
じ

、
自

分
ら

し
く

豊
か

な
人

生
を

切
り

拓
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
自

ら
学

び
続

け
る

市
民

の
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

第
２

章

学
び

の
大

綱

（
１

）
基

本
理

念

基
本

理
念

つ
な

が
り

の
中

で
、

誰
も

が
学

び
合

い
な

が
ら

、

自
分

ら
し

く
豊

か
な

人
生

を
切

り
拓

く

＊
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
 

…
 「

主
体

的
な

学
び

」「
対

話
的

な
学

び
」「

深
い

学
び

」の
３

つ
の

授
業

改
善

の
視

点
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

な
が

ら
、
学

び

　
の

状
況

を
把

握
し

改
善

し
て

い
く

こ
と

。

＊
多

文
化

共
生

 
…

 
国

籍
や

民
族

な
ど

の
異

な
る

人
々

が
、
互

い
の

文
化

的
な

違
い

を
認

め
合

い
、
対

等
な

関
係

を
築

こ
う

と
し

な
が

ら
、
地

域
社

会
の

構
成

　
員

と
し

て
共

に
生

き
て

い
く

こ
と

。

（
２

）
め

ざ
す

学
び

の
姿

自
分

を
大

切
に

し
、
他

者
を

尊
重

す
る

　
生

涯
に

わ
た

っ
て

自
ら

の
可

能
性

を
伸

ば
し

豊
か

に
生

き
る

た
め

に
、
主

体
的

に
学

び
、
考

え
、
行

動
し

て
い

く
力

の
育

成
や

、
一

人
ひ

と

り
の

個
性

と
能

力
に

応
じ

た
教

育
機

会
の

保
障

、
や

り
た

い
こ

と
に

挑
戦

で
き

る
機

会
の

充
実

に
よ

っ
て

、
誰

も
が

学
ぶ

楽
し

さ
を

知
り

、

い
く

つ
に

な
っ

て
も

学
び

続
け

ら
れ

る
環

境
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

。

誰
も

が
安

心
し

て
生

涯
に

わ
た

り
楽

し
く

学
び

続
け

る

　
多

様
な

つ
な

が
り

の
中

で
学

び
合

い
、
地

域
を

愛
し

、
地

域
資

源
を

活

用
す

る
人

が
育

っ
て

い
く

好
循

環
を

生
み

出
す

た
め

に
、
都

市
と

山
村

、
産

業
と

自
然

、
多

文
化

共
生

＊
等

、
本

市
の

豊
か

な
魅

力
を

生
か

し
て

学
習

・
活

動
す

る
機

会
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、
家

庭
・

学
校

・
地

域
が

一
体

と
な

っ

て
取

り
組

む
、
地

域
ぐ

る
み

の
学

び
を

共
働

に
よ

り
推

進
し

ま
す

。

豊
田

市
の

多
様

な
魅

力
を

分
か

ち
合

い
、
つ

な
が

り
の

中
で

学
び

、
地

域
と

と
も

に
育

つ

　
産

業
構

造
の

変
革

、
社

会
構

造
や

価
値

観
の

変
化

等
、
予

測
が

困

難
な

時
代

を
豊

か
に

生
き

る
た

め
に

、
地

域
や

世
界

規
模

の
課

題
を

自

分
事

と
し

て
捉

え
、
多

様
な

人
と々

共
に

課
題

解
決

に
取

り
組

み
な

が

ら
、
持

続
可

能
な

新
し

い
未

来
を

切
り

拓
い

て
い

く
資

質
や

能
力

を
育

む
機

会
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

自
ら

考
え

行
動

し
、
共

に
新

し
い

未
来

を
切

り
拓

く
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第
３

章
 計

画
の

基
本

的
な

考
え

方
第

３
章

 計
画

の
基

本
的

な
考

え
方

1
5

1
6

　
本

計
画

は
、「

学
び

の
大

綱
」と

整
合

を
取

り
推

進
す

る
た

め
、「

学
び

の
大

綱
」を

計
画

の「
基

本
理

念
」と

「
め

ざ
す

学
び

の
姿

」と
し

て
掲

げ
て

い
ま

す
。第
３

章

計
画

の
基

本
的

な
考

え
方

（
１

）
計

画
の

体
系

基
本

理
念

●
1

0
年

程
度

の
長

期
的

な
目

標

●「
学

び
の

大
綱

」と
整

合

「
め

ざ
す

学
び

の
姿

」の
実

現
に

向
け

て
、

次
の

5
つ

の
基

本
方

針
を

設
定

基
本

方
針

を
具

体
的

に
推

進
す

る
た

め
、
国

や
社

会
の

動
向

、
本

市
の

現
状

と
課

題
か

ら
見

え
る

今
後

5
年

間
で

重
点

的
に

取
り

組
む

方
向

性
を

設
定

め
ざ

す
学

び
の

姿
基

本
方

針
取

組
の

方
向

性

つ な が り の 中 で 、 誰 も が 学 び 合 い な が ら 、

自 分 ら し く 豊 か な 人 生 を 切 り 拓 く

自
分

を
大

切
に

し
、

他
者

を
尊

重
す

る

誰
も

が
安

心
し

て

生
涯

に
わ

た
り

楽
し

く
学

び
続

け
る

豊
田

市
の

多
様

な

魅
力

を
分

か
ち

合
い

、

つ
な

が
り

の
中

で
学

び
、

地
域

と
と

も
に

育
つ

自
ら

考
え

行
動

し
、

共
に

新
し

い

未
来

を
切

り
拓

く

生
き

抜
く

力

の
育

成

誰
一

人

取
り

残
さ

な
い

教
育

の
推

進

教
育

D
X

の
推

進

安
全

・
安

心
な

環
境

づ
く

り

地
域

と

と
も

に
あ

る

学
校

の
実

現

学
ぶ

楽
し

さ
を

知
り

自
ら

の
可

能
性

を
広

げ
る

学
校

教
育

の
推

進

自
他

を
尊

重
す

る
心

を
育

む
教

育
の

推
進

安
全

・
安

心
で

新
し

い
時

代
の

学
び

を
実

現
す

る
環

境
整

備

誰
も

が
自

分
ら

し
く

学
べ

る
教

育
環

境
の

確
保

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
機

会
の

充
実

こ
ど

も
に

向
き

合
い

寄
り

添
え

る
学

校
環

境
づ

く
り

新
た

な
社

会
の

創
り

手
と

な
る

資
質

・
能

力
を

育
む

機
会

の
創

出

郷
土

愛
を

育
み

地
域

ぐ
る

み
で

支
え

る
学

び
の

推
進
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第
３

章
 計

画
の

基
本

的
な

考
え

方
第

３
章

 計
画

の
基

本
的

な
考

え
方

1
7

1
8

（
２

）
計

画
の

基
本

方
針

「
め

ざ
す

学
び

の
姿

」の
実

現
に

向
け

て
、
次

の
５

つ
の

基
本

方
針

を
設

定
し

進
め

て
い

き
ま

す
。

（
３

）
計

画
の

取
組

の
方

向
性

　
基

本
方

針
を

具
体

的
に

推
進

す
る

た
め

、
国

や
社

会
の

動
向

、
本

市
の

現
状

と
課

題
か

ら
見

え
る

今
後

５
年

間
で

重
点

的
に

取
り

組
む

方
向

性
を

示
し

ま
す

。

　「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」を

更
に

推
進

し
、
未

知
の

状
況

に
も

対
応

で
き

る
力

や
自

ら
の

可
能

性
を

広
げ

る
力

を
育

み
、
新

た
な

社
会

の
創

り
手

を
育

成
し

ま
す

。

生
き

抜
く

力
の

育
成

　
少

人
数

学
級

な
ど

の
き

め
細

か
な

教
育

の
推

進
や

、
不

登
校

対
策

、
特

別
支

援
教

育
＊
、
外

国
人

児
童

生
徒

等
の

支
援

な
ど

、
一

人
ひ

と
り

に
寄

り
添

い
、
こ

ど
も

た
ち

の
学

び
を

支
え

ま
す

。

誰
一

人
取

り
残

さ
な

い
教

育
の

推
進

　
こ

ど
も

た
ち

が
地

域
で

多
様

な「
遊

び
・

学
び

・
体

験
」を

経
験

し
、
こ

ど
も

た
ち

と
の

関
わ

り
を

通
じ

て

保
護

者
や

地
域

の
大

人
た

ち
も

、
生

き
が

い
や

学
び

の
機

会
を

得
る

こ
と

に
つ

な
が

る
よ

う
、
地

域
と

と

も
に

あ
る

学
校

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

の
実

現

　
学

習
状

況
な

ど
の

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
や

IC
T

＊
機

器
な

ど
を

活
用

し
、
個

別
最

適
な

学
び

＊
と

協
働

的
な

学
び

＊
を

推
進

し
ま

す
。
ま

た
、
教

職
員

の
校

務
を

効
率

化
し

、
多

忙
化

解
消

に
つ

な
げ

ま
す

。

教
育

D
X

＊
の

推
進

　
学

校
の

老
朽

化
対

策
な

ど
安

全
な

教
育

環
境

整
備

だ
け

で
は

な
く

、
児

童
生

徒
の

心
の

安
心

や
教

職

員
が

こ
ど

も
と

向
き

合
う

た
め

の
時

間
の

確
保

も
重

要
で

す
。

全
て

の
こ

ど
も

や
教

職
員

が
「

学
校

に
行

く
の

が
楽

し
い

」と
思

え
る

学
校

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

安
全

・
安

心
な

環
境

づ
く

り

学
ぶ

楽
し

さ
を

知
り

自
ら

の
可

能
性

を
広

げ
る

学
校

教
育

の
推

進

自
他

を
尊

重
す

る
心

を
育

む
教

育
の

推
進

安
全

・
安

心
で

新
し

い
時

代
の

学
び

を
実

現
す

る
環

境
整

備

誰
も

が
自

分
ら

し
く

学
べ

る
教

育
環

境
の

確
保

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
機

会
の

充
実

こ
ど

も
に

向
き

合
い

寄
り

添
え

る
学

校
環

境
づ

く
り

新
た

な
社

会
の

創
り

手
と

な
る

資
質

・
能

力
を

育
む

機
会

の
創

出

郷
土

愛
を

育
み

地
域

ぐ
る

み
で

支
え

る
学

び
の

推
進

4 862 7１ 3 5

＊
特

別
支

援
教

育
 

…
 

障
が

い
の

あ
る

こ
ど

も
の

自
立

や
社

会
参

加
に

向
け

た
主

体
的

な
取

組
を

支
援

す
る

た
め

、
一

人
ひ

と
り

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
を

把
握

　
し

、
そ

の
持

て
る

力
を

高
め

、
生

活
や

学
習

上
の

困
難

を
改

善
・

克
服

す
る

た
め

の
適

切
な

指
導

や
支

援
を

行
う

教
育

の
こ

と
。

＊
D

X（
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
） 

…
 企

業
が

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
激

し
い

変
化

に
対

応
し

、
デ

ー
タ

と
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
て

、
顧

客
や

社
会

　
の

ニ
ー

ズ
に

対
し

、
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
変

革
す

る
と

と
も

に
、
業

務
そ

の
も

の
や

、
組

織
、
プ

ロ
セ

ス
、
企

業
文

化
・

風
土

を
変

革
し

、
競

　
争

上
の

優
位

性
を

確
立

す
る

こ
と

。

＊
IC

T
 …

 I
n

fo
rm

a
ti

o
n

 a
n

d
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

s
 T

e
c
h

n
o

lo
g

y
の

略
称

。
情

報
や

通
信

に
関

す
る

技
術

の
総

称
。

情
報

通
信

技
術

。

＊
個

別
最

適
な

学
び

 
…

 
こ

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

特
性

・
学

習
進

度
・

学
習

到
達

度
等

に
応

じ
、
教

員
が

必
要

に
応

じ
た

重
点

的
な

指
導

や
指

導
方

法
・

教
材

等

　
の

工
夫

を
行

う「
指

導
の

個
別

化
」と

、
こ

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

興
味

・
関

心
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
方

向
性

等
に

応
じ

、
教

員
が

一
人

ひ
と

り
に

応
じ

た
学

習
活

動

　
や

課
題

に
取

り
組

む
機

会
の

提
供

を
行

う「
学

習
の

個
性

化
」を

、
学

習
者

の
視

点
か

ら
整

理
し

た
考

え
方

。

＊
協

働
的

な
学

び
 

…
 

こ
ど

も
一

人
ひ

と
り

の
良

い
点

や
可

能
性

を
生

か
し

、
こ

ど
も

同
士

、
あ

る
い

は
地

域
の

人
々

を
は

じ
め

多
様

な
他

者
と

協
働

し
な

が

　
ら

、
必

要
な

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

こ
と

。
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第
４

章
 取

組
の

方
向

性

2
4

　
IC

T
機

器
の

活
用

、
教

育
デ

ー
タ

の
分

析
・

利
活

用
等

を
通

し
て

、
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び
の

一
体

的
な

充
実

を
図

り
、
学

習
方

法
の

工
夫

・
改

善
に

よ
り

探
究

的
な

学
び

を
推

進
し

ま
す

。
一

人

ひ
と

り
の

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

教
育

を
推

進
し

ま
す

。

学
ぶ

楽
し

さ
を

知
り

自
ら

の
可

能
性

を
広

げ
る

学
校

教
育

の
推

進

１
 目

指
す

方
向

２
 現

状
と

課
題

取
組

の
方

向
性

2

（
１

）国
・

社
会

の
動

向

授
業

が
楽

し
い

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

指
　

標
現

状
値

（
2

0
2

4
年

度
）

目
指

す
方

向

①
小

学
生

　
7

6
.1

％

②
中

学
生

　
7

2
.6

％

①
小

学
生

　
8

0
.6

％

②
中

学
生

　
8

0
.6

％
授

業
で

は
、
話

し
合

う
活

動
な

ど
を

通
じ

て
、
自

分
の

考
え

を
深

め
た

り
、
広

げ
た

り

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

と
思

う
児

童
生

徒
の

割
合

読
書

が
好

き
な

児
童

生
徒

の
割

合
①

小
学

生
　

7
4

.1
％

②
中

学
生

　
6

6
.5

％

【
出

典
：

豊
田

市
教

科
等

に
対

す
る

意
識

調
査

】

●
現

行
の

学
習

指
導

要
領

に
お

い
て

は
、
児

童
生

徒
の

資
質

・
能

力
の

育
成

に
向

け
て「

主
体

的
・

対
話

　
的

で
深

い
学

び
」を

実
現

さ
せ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

し
て

い
ま

す
。

IC
T

機
器

の
更

な
る

活
用

も

　
前

提
に

、「
個

別
最

適
な

学
び

」と
「

協
働

的
な

学
び

」を
一

体
的

に
充

実
さ

せ
る

方
針

が
、
文

部
科

学

　
省（

中
央

教
育

審
議

会
）よ

り
答

申
と

し
て

取
り

ま
と

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
ま

た
、
探

究
的

な
学

び
は

、
総

　
合

的
な

学
習

の
時

間
を

中
心

と
し

て
、
様

々
な

教
科

等
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。

●
学

習
指

導
要

領
改

訂
に

向
け

た
文

部
科

学
省

の
中

央
教

育
審

議
会

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
の

情
報

　
活

用
能

力
は

、
各

教
科

も
含

め
た

探
究

的
な

学
び

を
支

え
駆

動
さ

せ
る

基
盤

と
位

置
付

け
ら

れ
て

い

　
ま

す
。

●
教

育
現

場
に

お
け

る
IC

T
機

器
活

用
の

動
向

と
し

て
は

、
ツ

ー
ル

利
用

の
環

境
が

整
っ

た
段

階
に

あ

　
り

、
今

後
は

、
デ

ジ
タ

ル
端

末
等

を
通

じ
て

蓄
積

・
連

携
さ

れ
る

教
育

デ
ー

タ
を

活
用

し
、
一

人
ひ

と
り

　
の

こ
ど

も
に

合
っ

た
資

質
･
能

力
を

確
実

に
育

成
で

き
る

教
育

環
境

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

●
文

部
科

学
省

は
、
第

五
次「

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
」（

2
0

2
3

年
3

　
月

）で
、
急

激
に

変
化

す
る

時
代

に
お

い
て

、
必

要
と

さ
れ

る
資

質
・

能
力

を
育

む
上

で
、
読

書
活

動
の

　
推

進
は

不
可

欠
で

あ
り

、
不

読
率

の
低

減
、
多

様
な

こ
ど

も
た

ち
の

読
書

機
会

の
確

保
、
デ

ジ
タ

ル
社

第
４

章
 取

組
の

方
向

性

2
5

　
会

に
対

応
し

た
読

書
環

境
の

整
備

、
こ

ど
も

の
視

点
に

た
っ

た
読

書
活

動
の

推
進

を
考

慮
し

、
社

会

　
全

体
で

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
と

明
記

し
て

い
ま

す
。

●
家

庭
・

地
域

社
会

に
お

い
て

、
こ

ど
も

の
社

会
性

を
育

て
る

機
能

の
低

下
や

少
子

化
の

進
展

が
続

く
こ

　
と

等
を

背
景

と
し

て
、
2

0
1

5
年

1
月

に
文

部
科

学
省

は
、
市

町
村

教
育

委
員

会
が

学
校

統
合

や
小

規

　
模

校
の

存
置

等
を

検
討

す
る

際
の

基
本

的
な

方
向

性
や

考
慮

す
べ

き
要

素
・

留
意

点
等

を
ま

と
め

た

　「
公

立
小

学
校

・
中

学
校

の
適

正
規

模
・

適
正

配
置

等
に

関
す

る
手

引
」を

作
成

し
て

い
ま

す
。

●「
主

体
的

･対
話

的
で

深
い

学
び

」の
実

現
を

目
指

し
て

、
全

国
学

力
･学

習
状

況
調

査
の

結
果

を
分

析

　
し

な
が

ら
、「

学
力

向
上

推
進

委
員

会
」に

お
い

て「
学

力
向

上
授

業
モ

デ
ル

」を
作

成
し

、
各

学
校

で

　
の

活
用

を
推

進
し

て
い

ま
す

。

●「
豊

田
市

学
校

教
育

の
情

報
化

プ
ラ

ン（
2

0
2

1
-2

0
2

5
）」

に
基

づ
き

、
全

校
に

、
一

人
１

台
の

学
習

用

　
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

と
教

育
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

整
備

し
、
A

I型
デ

ジ
タ

ル
ド

リ
ル

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

　
シ

ョ
ン

な
ど

の
た

め
の

学
習

用
ア

プ
リ

を
導

入
し

ま
し

た
。
ま

た
、
こ

ど
も

た
ち

へ
の

デ
ジ

タ
ル

・
シ

　
テ

ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

教
育

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
教

員
の

IC
T

活
用

指
導

力
向

上
の

た
め

の
研

修
を

実

　
施

し
、
授

業
改

善
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

●
2

0
2

4
年

９
月

に「
豊

田
市

立
小

・
中

・
特

別
支

援
学

校
生

成
A

I活
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」を
策

定
し

、
運

用

　
体

制
を

整
え

ま
し

た
。

各
学

校
で

、
文

章
の

要
約

や
行

事
の

検
討

な
ど

の
校

務
に

お
い

て
、
生

成
A

Iを

　
活

用
し

始
め

て
い

ま
す

。

●
市

独
自

の
少

人
数

学
級

推
進

の
た

め
、
小

学
１

年
か

ら
３

年
に

、
准

教
員

及
び

サ
ポ

ー
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

　
を

試
行

的
に

配
置

し
3

0
人

学
級

編
制

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、
中

学
２

年
、３

年
に

は
、
3

5
人

学

　
級

編
制

を
実

施
す

る
た

め
、
准

教
員

及
び

少
人

数
指

導
対

応
非

常
勤

講
師

を
配

置
し

て
い

ま
す

。

●「
豊

田
市

子
ど

も
読

書
活

動
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」に

基
づ

き
、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

、
調

べ
る

・
伝

え
る

学

　
習

コ
ン

ク
ー

ル
＊
な

ど
、
発

達
段

階
に

応
じ

た
読

書
支

援
を

継
続

的
に

行
い

、
全

て
の

こ
ど

も
た

ち
が

　
読

書
に

親
し

み
、
多

様
な

情
報

媒
体

を
活

用
し

な
が

ら
自

ら
考

え
る

力
を

育
む

支
援

を
し

て
い

ま
す

。

　
ま

た
、
よ

り
多

く
の

市
民

が
読

書
を

楽
し

め
る

よ
う「

読
書

バ
リ

ア
フ

リ
ー

」の
環

境
整

備
を

進
め

て
い

　
ま

す
。

（
２

）市
の

現
状

＊
調

べ
る

・
伝

え
る

学
習

コ
ン

ク
ー

ル
 …

 こ
ど

も
た

ち
が

主
体

的
に

考
え

、
判

断
し

、
表

現
す

る
力

を
育

む
こ

と
を

目
的

と
し

て
本

市
が

主
催

す
る

コ
ン

ク
ー

ル
。

　
正

式
名

称
は「

豊
田

市
学

校
や

地
域

の
図

書
館

を
使

っ
た

調
べ

る
・

伝
え

る
学

習
コ

ン
ク

ー
ル

」。
（

公
財

）図
書

館
振

興
財

団
主

催
の

全
国

コ
ン

ク
ー

ル
に

　
つ

な
が

る
。
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●「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」の

実
現

に
向

け
て

、
引

き
続

き
、
教

育
デ

ー
タ

の
利

活
用

や
探

究
的

　
な

学
び

の
視

点
を

取
り

入
れ

る
な

ど
、
更

な
る

授
業

の
質

の
向

上
や

、
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

 

　
な

学
び

の
充

実
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

●
様

々
な

情
報

の
活

用
能

力
を

児
童

生
徒

に
系

統
的

に
指

導
す

る
と

と
も

に
、
生

成
A

I等
の

新
し

い
技

　
術

の
利

点
や

留
意

点
を

正
し

く
理

解
す

る
た

め
の

学
習

機
会

を
確

保
し

、
有

効
な

活
用

方
法

を
検

討

　
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

●
き

め
細

か
な

教
育

の
推

進
に

向
け

重
要

と
な

る
人

材
確

保
に

お
い

て
、
常

勤
で

勤
務

で
き

る
講

師
の

　
不

足
と

、
定

年
引

上
げ

に
よ

り
サ

ポ
ー

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
と

な
る

ベ
テ

ラ
ン

非
常

勤
講

師
の

確
保

も
困

　
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

ま
す

。

●
多

様
な

娯
楽

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
普

及
、
生

活
環

境
の

変
化

な
ど

に
よ

り
、
こ

ど
も

た
ち

の
読

書
の

　
機

会
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

現
状

が
あ

り
ま

す
。
そ

の
た

め
、
こ

ど
も

園
や

学
校

教
育

の
中

で
読

書
活

　
動

の
充

実
が

図
れ

る
よ

う
、
地

域
、
学

校
、
図

書
館

の
連

携
に

よ
る

更
な

る
読

書
環

境
の

整
備

と
支

援

　
が

必
要

で
す

。
ま

た
、
主

体
的

な
学

び
を

推
進

す
る

た
め

、
紙

と
電

子
媒

体
と

も
に

質
の

高
い

学
習

資

　
料

の
提

供
が

必
要

で
す

。

●
学

校
の

小
規

模
化

が
進

み
、
児

童
生

徒
数

が
極

端
に

少
な

く
な

っ
た

ク
ラ

ス
に

お
い

て
、
男

女
比

の

　
偏

り
、
集

団
行

動
・

行
事

の
実

施
の

制
約

、
児

童
生

徒
か

ら
多

様
な

意
見

を
引

き
出

し
に

く
く

な
る

こ
と

　
で

授
業

展
開

が
制

約
さ

れ
る

な
ど

の
課

題
が

生
じ

て
い

ま
す

。

（
３

）市
の

課
題

●
本

市
で

は
、
小

学
１

年
か

ら
３

年
と

中
学

２
年

、３
年

で
、
国

・
県

が
定

め
た

学
級

編
制

の
基

準
よ

り
も

、

　
少

な
い

人
数

で
学

級
編

制
を

し
て

い
ま

す
。

●
全

7
5

小
学

校
の

う
ち

複
式

学
級

の
あ

る
小

学
校

は
2

0
1

9
年

度
で

9
校

、
2

0
2

5
年

度
で

1
5

校
あ

　
り

、
2

0
3

1
年

度
に

は
2

5
校

と
な

る
見

込
み

で
、
学

校
の

小
規

模
化

が
進

ん
で

い
ま

す
。

【
学

級
編

制
の

基
準

】

■
国

・
愛

知
県

・
豊

田
市

の
学

級
編

制
基

準

【
出

典
：

豊
田

市（
2

0
2

5
年

度
）】

注
：

基
準

を
超

え
る

場
合

、
補

助
教

員
を

配
置

す
る

場
合

あ
り

。

豊
田

市

愛
知

県

国

3
0（

試
行

）

3
5

3
5

3
5

3
5

3
5

3
5

3
5

4
0

3
5

小
学

１
～

３
年

小
学

４
～

6
年

中
学

１
年

中
学

２
～

３
年

（
人

）

4
0

4
0

第
４

章
 取

組
の

方
向

性

2
7

３
 取

組
と

内
容

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
推

進

取
　

組

2
-1

2
-2

2
-3

内
　

容

IC
T

機
器

や
教

育
デ

ー
タ

の

利
活

用
の

推
進

き
め

細
か

な
教

育
の

推
進

個
別

最
適

な
学

び
と

協
働

的
な

学
び

の
一

体
的

な
充

実
の

た
め

に
、「

豊

田
市

学
校

教
育

の
情

報
化

プ
ラ

ン（
2

0
2

6
-2

0
3

0
）
」に

基
づ

き
、
こ

ど
も

自
身

の
情

報
活

用
能

力
の

育
成

に
加

え
、
IC

T
機

器
の

効
果

的
な

活
用

と

教
育

ダ
ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド
の

導
入

な
ど

に
よ

る
教

育
デ

ー
タ

の
利

活
用

を
推

進
し

ま
す

。

学
習

指
導

要
領

で
育

成
を

目
指

す
資

質
・

能
力

の
3

つ
の

柱
「

知
識

及
び

技

能
」「

思
考

力
、
判

断
力

、
表

現
力

等
」「

学
び

に
向

か
う

力
、
人

間
性

等
」を

育

む
た

め
、「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

実
現

に
向

け
、
探

究
的

な
学

び
の

視
点

な
ど

も
取

り
入

れ
、
こ

ど
も

を
主

体
と

し
た

授
業

改
善

に
取

り
組

み
ま

す
。

個
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、

少
人

数
学

級
と

と
も

に
、
少

人
数

指
導

の
方

法
の

工
夫

改
善

や
非

常
勤

講
師

等
の

効
果

的
な

配

置
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、
大

学
へ

の
働

き
か

け
や

有
資

格
者

に
対

す
る

相
談

会
の

開
催

な
ど

、
人

材
確

保
に

努
め

ま
す

。

2
-4

2
-5

時
代

に
対

応
し

た

こ
ど

も
読

書
活

動
の

推
進

新
し

い
教

育
シ

ス
テ

ム
等

の
検

討

こ
ど

も
が

読
書

に
親

し
み

、
多

様
な

情
報

媒
体

を
主

体
的

に
活

用
し

て
い

く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

校
・

図
書

館
が

連
携

し
て

こ
ど

も
の

意
見

を
反

映

し
た

読
書

活
動

を
推

進
し

ま
す

。

小
・

中
学

校
の

探
究

的
な

学
び

の
連

続
性

と
学

び
の

環
境

を
確

保
す

る

た
め

、
学

校
規

模
を

考
慮

し
な

が
ら

、
小

中
一

貫
教

育
等

の
導

入
を

検

討
し

ま
す

。
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第
４

章
 取

組
の

方
向

性

3
9

　
本

市
の

充
実

し
た

地
域

活
動

拠
点

施
設

や
教

育
施

設
、
多

様
な

人
材

を
最

大
限

活
用

し
て

、
い

く
つ

に
な

っ
て

も
学

び
続

け
る

機
会

や
場

を
充

実
さ

せ
ま

す
。

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
機

会
の

充
実

１
 目

指
す

方
向

取
組

の
方

向
性

6

指
　

標
現

状
値

（
2

0
2

4
年

度
）

目
指

す
方

向

7
4

.4
％

1
,7

7
5

,9
9

9
件

●
第

1
1

期
中

央
教

育
審

議
会

生
涯

学
習

分
科

会
に

お
け

る
議

論
の

整
理

に
お

い
て

は
、
人

生
1

0
0

年

　
時

代
、
社

会
が

急
速

な
変

化
を

続
け

て
お

り
、
予

測
困

難
な

時
代

に
お

い
て

、
一

人
ひ

と
り

が
変

化
を

　
前

向
き

に
受

け
止

め
、
未

来
の

社
会

を
自

立
的

に
生

き
て

い
く

こ
と

が
課

題
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
今

後

　
の

生
涯

学
習

・
社

会
教

育
の

振
興

策
と

し
て

、
公

民
館

等
の

社
会

教
育

施
設

の
機

能
強

化
、
社

会
教

　
育

人
材

の
養

成
・

活
躍

機
会

の
拡

充
、
地

域
と

学
校

の
連

携
・

協
働

の
推

進
、リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

　
進

、
多

様
な

障
が

い
に

対
応

し
た

生
涯

学
習

の
推

進
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

●
国

の「
図

書
館

・
学

校
図

書
館

の
運

営
の

充
実

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」に

お
い

て
は

、「
デ

ジ
タ

ル
社

　
会

へ
の

対
応

」「
多

様
な

人
々

の
た

め
の

読
書

環
境

の
整

備
」に

つ
い

て
、
検

討
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

●「
視

覚
障

害
者

等
の

読
書

環
境

の
整

備
の

推
進

に
関

す
る

法
律（

読
書

バ
リ

ア
フ

リ
ー

法
）」

が
2

0
1

9

　
年

６
月

に
施

行
さ

れ
、
全

て
の

国
民

が
等

し
く

読
書

を
通

じ
て

文
字

・
活

字
文

化
の

恵
沢

を
享

受
す

る

　
こ

と
が

で
き

る
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
読

書
環

境
の

整
備

を
統

合
的

か
つ

計
画

的
に

推
進

し
て

い

　
ま

す
。

２
 現

状
と

課
題

（
１

）国
・

社
会

の
動

向

●
2

0
2

2・
2

0
2

3
年

度
豊

田
市

生
涯

学
習

審
議

会
の

議
論

を
踏

ま
え

て
、
生

涯
学

習
に

お
け

る
中

長
期

　
的

な
方

向
性

と
し

て
、「

人
生

1
0

0
年

時
代

に
お

け
る

学
び

の
あ

り
方

と
方

策
」を

ま
と

め
ま

し
た

。
そ

　
の

中
で「

学
ぶ

機
会

と
場

の
充

実
」「

学
び

を
生

か
す

機
会

と
地

域
活

性
化

」「
未

来
を

担
う

ひ
と

づ
く

　
り

」「
大

人
の

学
び

と
ラ

イ
フ

キ
ャ

リ
ア

」と
い

う
４

つ
の

観
点

で
方

向
性

を
示

し
ま

し
た

。

（
２

）市
の

現
状

自
主

的
に

学
ん

で
い

る
こ

と
が

あ
る

市
民

の
割

合
　

【
出

典
：

豊
田

市
の

教
育

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
】

図
書

館
利

用
者

数

（
中

央
図

書
館

・
こ

ど
も

図
書

室
の

来
館

者
数

＋
中

央
図

書
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
電

子
図

書
館

の
ロ

グ
イ

ン
数

）

【
出

典
：

豊
田

市
】

第
４

章
 取

組
の

方
向

性

4
0

●
2

0
2

4
年

度
豊

田
市

生
涯

学
習

審
議

会
の

議
論

を
踏

ま
え

て
、「

交
流

館
＊
の

あ
り

方
と

方
策

」を
と

り

　
ま

と
め

ま
し

た
。

交
流

館（
全

2
8

か
所

）を
生

涯
学

習
・

交
流

・
市

民
活

動
の

拠
点

と
し

て
生

涯
学

習
施

　
策

を
推

進
し

て
い

ま
す

。

●
学

校
教

育
に

影
響

の
な

い
範

囲
で

、
小

・
中

学
校

の
校

庭
、
体

育
館

等
を

地
域

住
民

に
開

放
し

、
ス

　
ポ

ー
ツ

・
文

化
活

動
等

の
振

興
を

図
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、
総

合
野

外
セ

ン
タ

ー
で

は
、
青

少
年

育
成

の

　
た

め
、
キ

ャ
ン

プ
場

や
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
施

設
を

使
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

の
主

催
、
こ

ど
も

園
や

小
・

中
学

校

　
の

利
用

受
入

れ
を

行
っ

て
い

ま
す

。

●「
情

報
提

供
・

情
報

発
信

」等
の

図
書

館
が

果
た

す
べ

き
役

割
を

念
頭

に
置

き
な

が
ら

も
、
新

た
に

求

　
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た「
居

場
所

」と
し

て
の

役
割

も
考

慮
し

、
市

民
に

と
っ

て
よ

り
良

い
図

書
館

と

　
し

て
進

化
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
、
2

0
2

4
年

度
に「

豊
田

市
中

央
図

書
館

運
営

基
本

方
針

」を
改

定
し

ま

　
し

た
。

●
未

就
学

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、「

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
」や

「
赤

ち
ゃ

ん
の

た
め

の
絵

本
講

座
」等

の

　
多

く
の

事
業

を
図

書
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
協

力
で

実
施

し
て

い
ま

す
。

2
0

2
4

年
度

は
、
中

央
図

書
館

　
の

読
み

聞
か

せ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

2
4

4
人

、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
2

8
人

が
登

録
し

て

　
い

ま
す

。

【
市

民
が

自
主

的
に

学
ん

で
い

る
こ

と
】

●「
健

康
・

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
・

料
理

・
語

学
な

ど
趣

味
や

教
養

に
関

す
る

こ
と（

4
3

.7
%

）」
、「

現
在

の
仕

事

　
上

で
必

要
な

知
識

・
技

能
や

資
格

取
得

に
関

す
る

こ
と（

3
8

.7
%

）」
が

多
く

、
自

主
的

に
学

ん
で

い
る

　
こ

と
が

あ
る

(全
体

か
ら「

特
に

な
し

」と
「

無
回

答
」を

除
い

た
割

合
)市

民
は

、
7

4
.4

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。

＊
交

流
館

 …
 中

学
校

区
ご

と
に「

学
び

・
交

流
・

活
動

」の
拠

点
と

し
て

設
置

さ
れ

た
施

設
。

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

・
料

理
・

語
学

な
ど

趣
味

や
教

養
に

関
す

る
こ

と

現
在

の
仕

事
上

で
必

要
な

知
識

・
技

能
や

資
格

取
得

に
関

す
る

こ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

デ
ジ

タ
ル

に
関

す
る

こ
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
地

域
活

動
に

関
す

る
こ

と

育
児

・
教

育
に

関
す

る
こ

と

S
D

G
ｓ

な
ど

社
会

課
題

に
関

す
る

こ
と

森
や

川
で

行
う

自
然

体
験

に
関

す
る

こ
と

キ
ャ

リ
ア

や
転

職
活

動
に

関
す

る
こ

と

そ
の

他

特
に

な
し

無
回

答

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0

4
3

.7

3
8

.7

1
7

.8

1
2

.2

1
1

.7

9
.8

7
.0

6
.6

1
.4

2
2

.2

3
.4

6
0

（
%

）

市
民

(n
=

1
,7

7
5

)

【
出

典
：

豊
田

市
の

教
育

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
2

0
2

4
】
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第
４

章
 取

組
の

方
向

性

4
1

●「
人

生
1

0
0

年
時

代
に

お
け

る
学

び
の

あ
り

方
と

方
策

」の
と

り
ま

と
め

で
示

す
方

向
性

を
参

考
に

し

　
つ

つ
、
交

流
館

を
起

点
に

、
学

び
合

い
や

つ
な

が
り

合
い

を
育

ん
で

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。
ま

た
、
本

　
市

は
、
も

の
づ

く
り

を
始

め
、
歴

史
・

文
化

・
芸

術
、
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
に

関
す

る
充

実
し

た
体

験
施

設
や

　
多

様
な

人
材

が
存

在
し

て
お

り
、こ

れ
ら

を
生

か
し

た
機

会
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

●
こ

ど
も

や
高

齢
者

な
ど

地
域

住
民

に
と

っ
て

身
近

で
あ

る
学

校
施

設
な

ど
を

、
多

様
な

主
体

が
学

び

　
合

い
、
交

流
で

き
る

居
場

所
と

し
て

も
活

用
す

る
方

策
を

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

●
中

央
図

書
館

が
い

つ
で

も
、
誰

で
も

、
読

書
に

親
し

み
、
生

涯
に

わ
た

っ
て

学
び

続
け

る
こ

と
が

で
き

　
る

場
で

あ
る

と
と

も
に

、
市

民
に

と
っ

て
心

安
ら

ぐ
身

近
な

空
間

と
な

る
こ

と
を

目
指

し
て

、
事

業
に

取

　
り

組
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

●
誰

も
が

読
書

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
を

進
め

て
い

る
も

の
の

、
市

民
に

　
あ

ま
り

知
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
が

課
題

で
す

。

●
中

央
図

書
館

や
こ

ど
も

図
書

室
で

は
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

共
働

で
多

く
の

事
業

を
実

施
し

て
お

り
、
そ

　
の

円
滑

な
実

施
や

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

の
推

進
に

向
け

、
更

な
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
確

保
、
育

成
を

図
る

必

　
要

が
あ

り
ま

す
。

（
３

）市
の

課
題

３
 取

組
と

内
容

誰
も

が
学

び
続

け
ら

れ
る

仕
組

み
づ

く
り

と
場

づ
く

り

取
　

組

6
-1

6
-2

内
　

容

社
会

教
育

人
材

の

掘
り

起
こ

し
と

活
躍

に
向

け
た

支
援

地
域

活
動

拠
点

施
設

で
あ

る
交

流
館

や
教

育
施

設
な

ど
を

拠
点

に
学

び
合

い
や

つ
な

が
り

合
い

を
育

み
、
教

育
資

源
を

生
か

し
た

学
び

の
機

会
づ

く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
本

市
の

多
様

な
学

び
の

機
会

を
見

え
る

化
し

ま
す

。

ま
た

、
各

拠
点

に
お

い
て

、
学

び
や

つ
な

が
り

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
、
誰

も

が
学

び
続

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

全
て

の
人

に
や

さ
し

く
、

誰
も

が
ワ

ク
ワ

ク
で

き
る

「
知

の
拠

点
」の

実
現

6
-4

市
民

の
知

的
好

奇
心

を
満

た
し

、
心

安
ら

ぐ
居

場
所

と
な

る
中

央
図

書
館

を
目

指
し

た
環

境
整

備
と

人
材

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

電
子

書
籍

な
ど

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
、
読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、

そ
れ

ぞ
れ

の
世

代
に

適
し

た
方

法
で

読
書

活
動

を
支

援
し

、
切

れ
目

の
な

い
読

書
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

交
流

館
講

座
や

地
域

資
源

を
活

用
し

た
人

材
育

成
講

座
等

を
通

じ
て

、
個

人
の

学
び

か
ら

、
地

域
で

の
活

動
や

活
躍

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
、
事

業
を

検
討

し
ま

す
。

6
-3

学
校

の「
学

び
の

拠
点

」

へ
の

転
換

学
校

を
、

児
童

生
徒

だ
け

で
な

く
地

域
の

多
様

な
主

体
が

学
び

・
出

会
い

・

交
わ

る
、
地

域
の「

学
び

の
拠

点
」へ

転
換

し
ま

す
。

関
連

取
組

社
会

教
育

を
基

礎
に

つ
な

が
り

を
育

む

交
流

館
運

営

自
立

し
た

地
域

社
会

の
実

現
を

目
指

し
、
市

民
、
地

域
、
企

業
と

の
よ

り
良

い

関
係

性
を

育
み

、
人

と
人

、
団

体
、
活

動
を

つ
な

ぐ
こ

と
を

大
切

に
、
地

域
の

「
学

び
の

場
、
交

流
の

場
、
活

動
の

場
」で

あ
る

交
流

館
を

運
営

し
ま

す
。
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